
平成21年度

決算概要(ダイジェスト版)

◆新発田市



平成21年度は､国の経済対策関連事業を活用して､事業の積極的な執行に努めたことから､歳入では前年度比12.9%の増､歳出では

12,2%の増となりました｡

一方で､健全な財政運営に努めたことにより､実質収支(歳入歳出差引軌､ら翌年に繰越した事業の財源を控除)が13億3.378方円､
前年度比43,8%の増となりました｡

景気低迷による厳しい財政状況の中でも､主要な財政指標は良い水準を保っています｡

新発日]市の平成21年度の財政状況は､前年度に比べて､経常収支比率が､2･0ポイント上がったものの､財政健全化判断比率は､いずれも

警戒ラインを大きく下回っています｡

地方交付税

115億6672万円

国庫支出金

59億367万円

市債
45億8839万円

県支出金

23債6761万円

緩
細
腕

自1

主8

財1

源憶

444億688万円

.＼

地方消費税交付
ノ･地方譲与税

金9億6303万円 ■4億3673万円

市税
114億8857万円

繰入金

21債2g16万円

1億7298万円

使用料･手数料

5憶7123万円

､･､分担金･負担金

5億4757万円

､ 諸収入ほか

22億2064万円

その他

4億5058万円

民生費
100債5568万円

総務費

83債8825万円

苧
棚
チ
エ
肌

教育費

51債5754万円

その他

17債535万円

農林水産業費
17億65相方円

商工費

25億6755万円

衛生費

33債6207万円

土木費

48債6659万円

公債費
49懐575了万円



2億6,013万円(△83.8%)

麒佐々木地区に工業団地として整備した用地の売
コ》r､却費及び維持管理経

モ､｣一妻



L轟禦艶圃

公債責 静
借入金返済のために使わ
れるお金

48,135円

(45,815円)
+5.1%

注1=人口は平成21年度末の住民基本台帳人口102,994人(平成20年度末103.553人)によります｡
注2:矢印の上下は､前年度の決算額に対する増減をイメージしたものです｡
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｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣

は､4つの健全化判断比率と､公営企業の資金不

足比率を議会に報告し､公表することを義務付けて

います｡

実質公債費比率は､対前年比0.3ポイント上昇し

たものの､いずれの比率も基準内であり､良好な状

況にあるといえます｡

健全化判断比率等

比率
当市の

比率
早期健全
化比率

財政再生

基準
比率の内容

実質赤字比率 12.08% 20.0%
一般会計等を対象とした実質
赤字の標準財政規模に対する
比率

連結実質赤字
17.08% 40.0%

全会計を対象とした､実質赤字
比率 の標準財政規模に対する比率

実質公債費比

率

11.8%

(11.5%)
25.0% 35.0%

一般会計等が負担する元利償
還金及び準元利償還金の標準

財政規模に対する比率

将来負担比率
59.1%

(67.4%)
350.0%

一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の標準財政規模
に対する比率

資金不足比率
経営健全化基準 公営企業会計ごとの資金の不
20.0% 足額の事業規模に対する比率

()内の数値l
､平成20

度数値

市債残高(全会計)
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する額

~1ト市税で返済

する割合
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